


















さいたま市地域中核施設プラザノース

①所在地
さいたま市北区宮原町1丁目852番地 1
②施設の設置目的
地域に密着した文化活動や生活活動、生涯学習などの様々な活動に幅広く対応
し、地域の活動拠点となる。
③施設の概要
文化・芸術・レクリエーション等の活動の場として地域の拠点となる複合施設であ
る。
●北区役所●北図書館●ホール(403席)●楽屋(5室)
●リハーサル室(3室)●多目的ルーム●音楽スタジオ(3室)
●和室(4室)●書斎(5室)●キッチンスタジオ●セミナールーム(7室)
●陶芸アトリエ●絵画アトリエ●造形アトリエ●CGアトリエ
●交流スタジオ●ギャラリー(8室)●ユーモアスクエア
●自由読書スペース●映写室●遊戯室●託児室●駐車場(183台)

プラザノースマネジメント株式会社

①指定期間
平成20年5月1日～平成35年3月31日
②指定管理料
平成25年度443,163千円、平成26年度456,394千円、平成27年度458,034千円

①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
　・利用者数 311,948人（前年度329,385人）
　・稼働率36.2%（前年度35.1%）
  ・利用率64.3%(前年度64.1%)

◇業務実施状況
　・各種文化芸術事業の実施
ホール事業は「オペラシアターこんにゃく座オペラ『森は生きている』」「DomainofArt16鈴木基真展」
「三遊亭小遊三・楽生爆笑落語会」「国際マンガフェスティバル」「ユーモアフォトコンテスト」など大
型事業を実施した。「ユーモア音楽祭 マンガチック音楽会」をユーモア事業の一体感を創出し、相
乗効果を図るため前倒し開催し、集客増となった。要望の高かった「ノース・ティータイムコンサー
ト」と「ノース・ぶらっと寄席」は開催数を増やし、手軽な入場料と短い時間でお昼のひとときに楽し
める良質の企画として、大変好評であった。また講座事業では引き続き高齢者向け健康増進プロ
グラム・中高年向け音楽講座として、オペラ・長唄等の歌唱、健康のための発声講座が人気であっ
た。その他短歌入門・レザークラフト体験講座を新設し、地域ニーズを掘り起こした。子ども向け事
業では、夏休みに絵画・造形教室等を充実させることで親子集客を図った。

②維持管理業務の状況
・建築物保守管理業務
・建築設備保守管理業務
・舞台機構、舞台設備保守管理業務
・備品等保守管理業務
・外構施設保守管理業務
・各種清掃業務
・植栽維持管理業務
・館内駐車場等、管理業務
・環境衛生業務

③その他（自主事業）
ホール事業「林家たい平独演会」「プラザノースdeクリスマス」「山形由美バレンタインコンサート～
フルートとピアノの素敵な響き～」の他、教室・講座では新規にヒップホップ講座で初めて期末成果
発表会を実施し、参加者に目標を持って取り組んでいただける内容も取り入れ、絵画・書道・ヒップ
ホップ・クラフトワーク・陶芸等などの施設特性を活かした事業を実施した。

（5）施設の管理運営の内容

（4）指定期間、指定管理料

平成27年度指定管理者評価シート

１．管理運営の状況等

（1）施設名

（3）指定管理者

（2）施設概要
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①収入
　・指定管理料　　　　　　　　　　　　　　　　458,034千円　　 （前年度456,394千円）

②支出
　・維持管理業務　　　　　　　　　　       　157,205千円   　   （前年度157,205千円）
　・修繕業務費　　　　　　　　　　　　　　　　 16,397千円　 　   （前年度14,757千円）
　・コミュニティ、ホール等運営業務費 　154,169千円         （前年度154,169千
円）
　・図書館運営業務費　　　　               　 76,185千円　　　   （前年度76,185千
円）
　・駐車場等運営業務費　　　　　　　    　 19,175千円　　　 　(前年度19,175千円)
　・市の事業に関する運営業務費　　      34,902千円　　   　(前年度34,902千円)

利用者からの意見・要望等への対応など
・定期利用の増加に伴うニーズの多様化に応えるため、柔軟な対応に努めた結果、頻度
の増加により稼働率は上昇した。
・利用者の要望が増えたことに合わせ、書斎の一部について仕様変更を行い、稼働が1
割増加した。また来館者の要望に応え、チラシラックを増設して告知機会の拡大を図っ
た。
・高齢の方や子どもの安全確保のため、市民広場石畳の凹凸について再検証し、段差
解消を行った。
・避難誘導に際して、誘導図面の交付のみであったところ、事前打合せ時に、避難誘導
経路の現地確認も実施した。

（指定管理者から提案のあった項目の達成状況）

達成状況

・施設利用者の活動風景を紹介する「スマイルPLAZANORTH2015」ではパネル
写真に加え、プロモーション映像も放映し、動画と音声も併用して利用促進と賑
わいの演出を図った。
・新規の利用登録時に、コミュニティ活動登録についての案内も同時に行い、継
続利用の促進を図った。

・ホームページをリニューアルし、より分りやすい情報提供を行いつつ、新しく
SNSによる即時性の高い情報発信も加えて、告知機会の拡大と親しみやすさの
向上に努めた結果、前年度以上の事業集客が得られた。

・近隣商業施設との連携強化のため、双方のイベントポスターや事業ポスターの
掲示場所を拡大し、相乗効果の向上に努めた。

・利用者対応について、他施設職員と交換研修を行い、双方の工夫点や改善点
についてナレッジ共有を行い、スキルアップを図った。

対応品質の向上

提案内容

２．提案内容の達成状況

（7）その他

貸出施設の活性化

（6）収支状況

告知媒体の拡大

地域連携の強化



（1）指定管理者による評価

（2）さいたま市の評価（評価担当課：スポーツ文化局文化部文化振興課）

（3）来年度の管理運営に対する指導事項等

　引き続き、利用者の目線に立ってニーズの把握を行い、利用者満足度の向上を図るよう指導していくとともに、
安心・安全な施設の維持管理を努めてほしい。

総合評価（B）※A～D
１　項目別の評価
　（１）「市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進」に対する評価
　　　　・稼働率の向上がみられた。
　　　　・施設利用者の活動風景を紹介する際にプロモーション映像も放映し、動画と音声も併用して利用促進と
　　　　賑わいの演出を図っていた。
　　　　・ホームページのリニューアル、SNS導入等により、告知機会の拡大に努め、前年度以上の事業集客を
　　　　得た点が、大きく評価できる。
　　　　・利用者の要望に応え、噴水時間を延長するなど、市民サービスの向上がみられた。
　（２）「経費の削減」に対する評価
　　　　・ホールの電気について、削減努力がみられた。
　（３）「適正な管理運営の確保」に対する評価
　　　　・開館から8年目になり、経年劣化等により施設の不具合が出てくる中、早期予防に努めていた。
　　　　　また、小規模な損傷、ひび割れ箇所等、施設内の細部にわたり、状況を把握している。
　　　  ・メール送信時には、必ず２人で確認してから送信しているなど、セキュリティ意識が非常に高かった。
　　　　・周辺商業施設との連携が図られており、地域一体の施設運営が図られている。

２　総合評価
  事業計画に沿って、適正に施設運営が行われている。

３．評価

「市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進」
・「さいたま市コミュニティ条例」「同条例施行規則」を遵守し、平等の利用に努めた。
・夏場の噴水時間の延長や、各諸室の温度設定など、来館者、利用者のニーズに臨機即応する対応を行った。
・市や北区役所の開催行事について、事前に案内資料の取得やスタッフ周知に努め、円滑な案内を行った。
・接遇研修などを利用し、相談や提案の品質向上の手法を習得し、利用増加に努め、年間稼働率が上昇した。

「経費の削減」
・ホールなどの大規模諸室で利用終了後の照明を速やかに落とす、アトリウム内の必要照度以上の400W水銀灯
の取り外し、館内廊下部分の吹き上げ空調の停止など、日常的な節電行動が奏功し、電力使用量を前年度比で
99.5%、22年度比で84.5%にとどめた。

「適正な管理運営の確保」
・小規模な損傷、ひび割れ箇所などに対し、有事の二次災害拡大に備え、多数の予防補修を実施した。
・コンプライアンス、リスクセミナーなど研修機会を増やし、個人情報取り扱いなど、組織全体で危機管理意識の強
化を図った。


